
　

静
岡
県
立
湖
西
高
校
は
、愛
知
県
と
の
県
境
に
近
い

浜
名
湖
沿
岸
の
新
興
住
宅
地
に
立
つ
全
日
制
普
通
科

高
校
。地
元
ま
た
は
隣
の
愛
知
県
に
製
造
業
を
中
心
と

し
た
企
業
が
多
く
、１
９
７
９
年
の
創
立
以
来
、就
職
率

は
例
年
ほ
ぼ
１
０
０
％
を
保
っ
て
き
た
。進
路
状
況
は

進
学
と
就
職
が
約
半
数
ず
つ
で
あ
る
。

　

近
年
、ク
ラ
ス
数
の
減
少
と
入
学
者
の
学
力
差
に
悩

み
学
校
改
革
に
着
手
。生
徒
一
人
ひ
と
り
の
キ
ャ
リ
ア

発
達
を
支
援
す
る
目
的
で
、２
０
０
６
年
度
よ
り
コ
ー

ス
制
を
導
入
し
た
。２
学
年
か
ら
、大
学
・
短
大
等
進
学

希
望
者
は
進
学
文
系
コ
ー
ス
か
進
学
理
系
コ
ー
ス
を
選

択
。就
職
・
専
門
学
校
進
学
希
望
者
は「
キ
ャ
リ
ア
コ
ー

ス
」の
工
業
系
か
商
業
系
を
選
択
し
、情
報
関
係
の
科

目
を
中
心
に
工
業
・
商
業
の
専
門
科
目
も
学
ぶ
制
度
に

な
っ
て
い
る
。

　

07
年
度
か
ら
は
文
部
科
学
省
の
研
究
指
定
校
と
な

り
、キ
ャ
リ
ア
教
育
を
順
次
導
入
し
て
い
る
。研
究
指

定
期
間
は
09
年
度
ま
で
で
終
わ
っ
た
が
、今
年
度
以

降
も
引
き
続
き
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
く

方
針
だ
。

　

研
究
指
定
校
と
な
り
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
着
手
し
た
湖

西
高
校
は
、初
年
度
を
研
究
の
年
と
し
、学
年
末
に
希

望
者
16
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。08

年
度
か
ら
は
研
究
成
果
を
活
か
し
、全
校
を
挙
げ
て
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
組
み
立
て
た
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
１・２
学
年
の
希
望
者
が
３
日

間
体
験
。生
徒
の
内
発
的
な
動
機
を
進
路
意
識
向
上
に

つ
な
げ
る
た
め
に
、希
望
者
が
少
な
い
職
場
で
あ
っ
て
も
、

希
望
に
沿
っ
た
事
業
所
等
に
依
頼
す
る
の
が
特
徴
だ
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
つ
い
て
は
、初
年
度
は「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ・コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・
情
報
モ
ラ
ル
」の

３
つ
の
柱
を
立
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
時
間
配
分
さ
れ
る
よ
う

体
系
的
に
年
間
計
画
を
組
み
立
て
た
。現
在
、３
つ
の
柱

は「
職
業
理
解
・ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル・
情
報
モ
ラ
ル
」（
図

１
）と
な
り
、生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
と
り
な
が
ら
、改

良
と
教
材
の
新
規
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

先
進
校
に
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践

＞＞実践ノウハウ

●各教員が得意分野を活かして主導する

●多くの教員が少ない負担で参加できる仕組みにする

●生徒にプレゼンテーションをさせて自信をつけさせる

静岡・県立  湖
こ

西
さ い

高
こ う

校
こ う

研究指定を機にインターンシップ導入。
長く続けられる体制を目指す

取材・文／永井ミカ

先進校に学ぶキャリア教育の実践 C A S E 2

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

情
報
モ
ラ
ル
を
習
得
す
る
総
合
学
習

図1 湖西高校のキャリア教育（09年度、教員向け資料より）

キャリア教育

職業理解 ソーシャルスキル 情報モラル
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・職場体験
・オープンキャンパス
・企業見学

・ネットいじめ
・ケータイ依存症
・フィルタリング
・サイバー犯罪対策

・マナー教育
・面接の技術
・自分の考えを表現できる
　 小論文／自己ＰＲ／お礼状
・コミュニケーション
　 エンカウンター／傾聴のスキル
　 ジョハリの窓／アサーション
　 怒りのコントロール
　 上手な断り方
　 苦手な人との付き合い方
・プレゼンテーション
　 職業インタビュー発表会
　 インターンシップ発表会
　 ２分間スピーチ



　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
生
徒
に
事
前
調
査
を

行
っ
た
結
果
、中
学
校
で
は
主
に
サ
ー
ビ
ス
業
で
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
方
、同
校
の
卒
業
生
の
主

な
就
職
先
は
製
造
業
。そ
こ
で
、初
年
度
は
、卒
業
生
の

多
い
製
造
業
の
事
業
所
４
カ
所
に
依
頼
し
受
け
入
れ
て

も
ら
っ
た
。事
前
に
社
員
を
招
き
、１・２
年
生
全
員
を

対
象
と
し
た
職
業
講
話
を
実
施
。そ
の
後
、授
業
に
支

障
の
で
な
い
３
月
に
希
望
者
16
人
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
。後
日
、１・２
年
生
全
員
の
前
で
体
験
発
表
を

し
た
。「
無
理
な
く
実
施
し
た
か
っ
た
の
で
希
望
者
だ
け

で
す
が
、同
級
生
が
体
験
・
発
表
す
る
姿
を
見
る
の
は
、

　

07
年
度
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
研
究
開
始
と
と
も
に
進

路
課
長
と
な
っ
た
宇
佐
美
清
光
先
生
は
、こ
れ
を
以
前

か
ら
考
え
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
の
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
た
。同
校
は
就
職
率
は
悪
く
な
い
も
の
の
、早
期

離
職
し
て
し
ま
う
者
も
お
り
職
業
観
の
育
成
が
急
務
で

あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
だ
。ま
た「
と
に
か
く
生
徒
を

外
に
出
し
て
刺
激
を
与
え
た
い
」と
い
う
考
え
も
あ
っ

た
。研
究
指
定
校
と
な
っ
て
か
ら
ま
と
ま
っ
た
準
備
期
間

も
な
か
っ
た
た
め
、初
年
度
は
ま
ず
小
規
模
で
も
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
動
く
。そ
し
て
、求

人
等
を
通
じ
て
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
４
事
業
所
に
依
頼

し
、１・２
学
年
の
希
望
者
16
人
の
３
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
実
現
し
た
。

　
一
方
で
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
継
続
的
な

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
準
備
も
始
ま
っ
た
。各
教
科
３
コ
マ
を
割

り
振
る
単
発
的
な
授
業
構
成
を
全
面
的
に
リ
ニュー
ア
ル
。

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
の
は
、「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」実
施
委
員
会
の
委
員
長・池
田
敦

先
生
だ
。池
田
先
生
は
同
校
で
教
育
相
談
室
を
立
ち
上

げ
、同
時
に
教
科・情
報
の
担
当
経
験
者
と
し
て
情
報
教

育
の
必
要
性
を
唱
え
て
い
た
が
、「
教
育
相
談
の
手
法
を

積
極
的
に
広
め
た
い
。持
っ
て
い
る
知
識
を
生
徒
に
還
元

し
た
い
」と
考
え
て
い
た
。宇
佐
美
先
生
と
同
様
に
、生
徒

環
境
変
化
の
な
か
で

自
校
の
使
命
を
再
確
認

Process

立
ち
上
げ
の
プ
ロ
セ
ス

＞＞School Data
普通科／1979年創立
生徒数／554人（男子299人・女子255人）
進路状況（2009年度実績）／大学 19.0％・短大 10.9％・
専門学校 14.9％・就職 52.9％・その他 2.3％
静岡県湖西市鷲津1510-2
　　053-575-0511
　　http://www.shizuoka-c.ed.jp/kosai-h/URL

TEL

が
現
代
社
会
で
生
活
す
る
た
め
に
必
要
と
思
う
授
業

を
、実
践
す
る
チ
ャン
ス
と
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
も
活
か
し
な
が
ら
情
報
収
集

す
る
な
か
で
、方
向
性
を
見
い
だ
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、『
高
等
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に
関

す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
報
告
書
』（
文
部
科
学
省
）

と『「
７
つ
の
力
」を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
』（
諸
富
祥
彦

著
、図
書
文
化
）で
あ
る
。と
く
に「
７
つ
の
力
」（
図
２
）に

つ
い
て
は
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
や
、ほ
か
の
先
生
方
に
理

解
を
求
め
る
際
の
資
料
と
し
た
。そ
の
ほ
か
、「
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」の
授
業
を
行
う
御
殿
場
高
校
な
ど
先
進

校
の
視
察
、既
存
の
資
料
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
ア
レ
ン
ジ

し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
を
作
る
な
ど
の
準
備
を
進
め
た
。

　

そ
し
て
、研
究
指
定
の
２
年
目
、従
来
か
ら
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で

行
っ
て
い
た
進
路
学
習
や
学
校
行
事
と
し
て
の
講
演
会

な
ど
も
組
み
込
み
な
が
ら
、新
し
い
総
合
的
な
学
習
の

時
間
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

Close up 

①

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

生
徒
の
希
望
を
取
り
入
れ

多
く
の
教
員
に
参
加
し
て
も
ら
う

図3 インターンシップの実施状況

年度 対象学年

2007 １・２年生

事業所数

4

生徒数

16

時期・日数

　 3月
学年末テスト後
の３日間

2008

２年生 13 36
　7月
１学期末テスト後
の３日間

１年生 16 35
　 3月
学年末テスト後
の３日間

2009 １・2年生 24 57
　 3月
学年末テスト後
の３日間
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図2 キャリア教育で育てたい７つの力（諸富祥彦氏提言）

●出会いに生き方を学ぶ力

●夢見る力

●自分を見つめ、選択する力

●コミュニケーション能力

●達成する力

●七転び八起きの力

●社会や人に貢献することに喜びを感じる力



ほ
か
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
刺
激
が
あ
る
は
ず
」と
宇

佐
美
先
生
。予
想
ど
お
り
、翌
年
、希
望
者
は
大
幅
に
増

え
た（
図
３
）。

　

翌
年
か
ら
は
、生
徒
の
希
望
を
と
り
、サ
ー
ビ
ス
業
や

公
共
機
関（
図
書
館
、市
役
所
、保
育
所
、博
物
館
等
）

な
ど
で
も
実
施
。生
徒
は
自
分
の
希
望
を
受
け
入
れ
て

く
れ
た
イ
ン
タ
ー
ン
先
に
行
く
こ
と
で
、取
り
組
み
が
能

動
的
に
な
り
、「
生
徒
の
希
望
」に
沿
っ
て
の
実
施
で
あ
る

こ
と
で
、先
生
方
も
協
力
的
に
な
っ
て
く
れ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、こ
の
年
か
ら
は
１
事
業
所
に
１
人
の
担
当
教
員

を
つ
け
た
。担
当
教
員
の
仕
事
は
事
前
打
ち
合
わ
せ
や

生
徒
の
引
率
等
。１
人
の
負
担
は
あ
ま
り
重
く
な
い一
方

で
、１・２
学
年
の
教
員
の
ほ
と
ん
ど
が
担
当
を
持
っ
た
た

め
、教
員
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
関
心
を
高
め
る
効
果
が

あ
っ
た
。加
え
て
、協
力
先
が
広
が
り
、こ
れ
ま
で
縁
の
な

か
っ
た
事
業
所
と
の
つ
な
が
り
も
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
形
骸
化
は
避
け
た
い
。生
徒
が

本
当
に
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
行
く
こ
と
で
、型
に
は
ま
っ

た
取
り
組
み
で
な
く
、流
動
的
で
緊
張
感
の
あ
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
な
る
と
思
い
ま
す
」と
宇
佐
美
先
生
。

こ
れ
か
ら
も
、「
ぜ
ひ
行
き
た
い
」と
い
う
生
徒
と
事
業
所

を
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」実
施
委
員
会
で
は
、各
学

先
進
校
に
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践

進路課長
宇佐美清光先生

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

授
業
の
レ
ベ
ル
を
一
定
水
準
に

Close up 

②

総
合
的
な
学
習
の
時
間

年
２
人
の
教
員
が
学
年
ご
と
の
計
画
を
立
て
て
い
る
。

年
間
計
画
を
立
て
る
際
は
、委
員
会
の
な
か
で
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、図
２
の
７
つ
の
力
や
、文
部
科
学
省
に

よ
る
キ
ャ
リ
ア
発
達
に
関
わ
る
４
つ
の
能
力（
人
間
関
係

形
成
・
情
報
活
用
・
将
来
設
計
・
意
志
決
定
能
力
）が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
身
に
つ
く
よ
う
配
慮（
図
４
）。09
年
に
１
学
年

を
担
当
し
た
中
村
都
史
彦
先
生
は
、心
と
体
に
つ
い
て
の

理
解
と
職
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
計

画
を
立
て
た
と
い
う
。

主幹教諭
池田 敦先生

教諭
中村都史彦先生

　

実
際
に
授
業
を
す
る
の
は
各
ク
ラ
ス
の
副
担
任
が
中

心
だ
が
、視
察
校
の
授
業
ビ
デ
オ
な
ど
を
使
っ
た
事
前

研
修
を
は
じ
め
と
し
、誰
で
も
一
定
レ
ベ
ル
の
授
業
が
で
き

る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
る
。生
徒
に
必
ず
共
通
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
使
っ
た
作
業
を
さ
せ
る（
図
５
）、情
報
ス
キ
ル

の
よ
う
に
最
新
の
知
識
が
必
要
な
授
業
で
は
テ
レ
ビ
番

組
を
録
画
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
教
材
と
し
て
使
う
、マ
ナ
ー
等

の
分
野
で
は
外
部
の
人
材
や
卒
業
生
を
招
い
て
語
っ
て

も
ら
う
と
い
っ
た
工
夫
だ
。

図4 総合的な学習の時間の実施内容と生徒による評価（抜粋）

実施月

評価A＝とてもよかった　B＝よかった　C＝あまりよくなかった　D＝よくなかった　（単位＝人）

4月 キャリアデザイン 「自分を知る」１　高校生活の目標設定 26 114 44

6月 キャリアデザイン 「自分を知る」2　エゴグラム 43 108 32

6月 外部講師活用 マナー講座 39 105 37

7月 進路指導 KJ法による職業興味探索 23 100 57

9月 夏期課題の発表 職業インタビュー　クラス発表 32 86 58

9月 こころの講演会 助産師の方の講演会 38 92 49

10月 情報モラル ケータイ依存について 60 98 25

11月 キャリアデザイン アサーション1　「ふわふわ言葉」と「ちくちく言葉」 43 87 49

1月 キャリアデザイン 働くこととお金 41 108 33

2月 外部講師活用 社会の中で生きる　テーマ/国際理解 50 85 44

4月 情報モラル ケータイのフィルタリングについて（DVD） 25 118 21

6月 人間関係を耕す１ 怒りのコントロール 36 101 26

9月 職業理解1・進学先研究 職業インタビュー・オープンキャンパス参加報告会 59 81 20

9月 人間関係を耕す2 上手な断り方 39 99 22

11月 情報活用 ワーク「いろいろな人が住むマンション」 41 99 21

1月 進路意識の啓発 今自分に必要なこと（目標を立てる） 37 101 25

1月 自己理解（外部講師） 自分らしさって何だろう？ 48 95 18

2月 進路講話1 合格体験発表会 90 59 10

2月 進路講話2 就職講話（卒業生が各HRで話す） 100 55 8

5月

（進学者）

自己PR（自分の長所・短所、友人から見た自分像） 21 44 12

6月 外部講師によるオープンキャンパスガイダンス 33 36 8

9月 面接対策プリントの作成 32 37 7

11月 外部講師によるマネープラン講座 18 39 17

1月 外部講師によるビジネスマナー講座 17 48 7

1月 外部講師による講演「自分らしさって何だろう？」 44 26 3

5月

（就職者）

自己PR（自分の長所・短所、友人から見た自分像） 27 55 9

9月 面接対策プリントの作成 32 45 9

10月 就職活動を振り返って 15 48 19

11月 外部講師によるマネープラン講座 17 42 16

1月 外部講師によるビジネスマナー講座 18 48 17

1月 外部講師による「自分らしさって何だろう？」 40 38 8
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各
授
業
に
つ
い
て
は
生
徒
に
振
り
返
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
り（
図
４
）、内
容
や
実
施
時
期
に
つ
い
て
継
続
的
に

見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。

　

池
田
先
生
は
「
総
合
学
習
で〝
生
き
る
た
め
の
ス
テ
ッ

プ
〞を
教
え
た
い
」と
い
う
。情
報
モ
ラ
ル
の
授
業
を
充
実

さ
せ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
だ
。例
え
ば
、ケ
ー
タ
イ
依
存

の
授
業
で
伝
え
た
い
の
は
、依
存
症
の
恐
ろ
し
さ
と
と
も

に
、人
は
一
人
ひ
と
り
違
う
は
ず
な
の
に
互
い
に
「
同
じ
」

で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
無
理
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ど
ん
な
授
業
で
も
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
感
想
や
意
見
を

書
か
せ
る
。時
に
は
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
内
で
発
表
を
さ

せ
る
。そ
こ
に
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
狙
い
は
も
ち
ろ
ん
、「
人
の
考
え
は
人
そ
れ
ぞ

れ
。人
と
違
っ
て
い
て
も
い
い
ん
だ
と
い
う
強
さ
を
身
に
つ

け
て
社
会
に
出
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
願
い
も
込
め
ら

れ
て
い
る
。

●

　

取
り
組
み
を
始
め
て
３
年
。先
生
方
は
、指
導
内
容
や

方
法
が
確
立
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、総
合
学
習
の
事

前
研
修
な
ど
ま
だ
ま
だ
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
を
感
じ

て
い
る
と
い
う
。ま
た
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
各
教
科
の
授
業
実
践
に
も
取
り
組
み
た
か
っ
た
が
、

研
究
指
定
の
期
間
に
ま
と
ま
っ
た
形
に
な
ら
な
か
っ
た
と

い
う
反
省
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

け
れ
ど
も
、で
き
る
こ
と
か
ら
無
理
な
く
始
め
、教
員

の
負
担
を
少
な
く
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
た
め
、長
く
続

け
ら
れ
る
取
り
組
み
と
な
り
そ
う
だ
。池
田
先
生
は「
真

似
で
も
何
で
も
い
い
か
ら
ま
ず
は
始
め
る
こ
と
。意
見
を

書
く
、述
べ
る
と
い
っ
た
点
で
、生
徒
は
確
実
に
成
長
し
て

い
ま
す
」と
い
う
。宇
佐
美
先
生
は
、「
ノ
ル
マ
を
課
し
て

無
理
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
か
せ
る
の
で
は
な
く
、こ

れ
を
き
っ
か
け
に
生
徒
の
進
路
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
、

今
や
る
べ
き
こ
と
。と
に
か
く
や
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
」と

い
う
。生
徒
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
評
価
は
全
体
的
に

高
く
、意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。ま
た
、３
年
間
の
研
究
・
取
り
組
み
を
経
て
、教
員
に

も
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
性
が
浸
透
し
始
め
て
い
る
。

ほかの学校や企業、地域など
との連携を考え、キャリア教育
のリーフレットを作成・配布する
など広報活動に努めている。

社
会
で
生
き
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い

図5 ケータイ依存についての教員向け資料とワークシート

○なんで私はすぐ返信するのに、相手はすぐに返してくれないの
か？ 不安になることもありました。でも、友達に「別にメールがすべ
てなわけないんだから。依存しすぎじゃない？」と言われて、なんだか
“はっ”となった気がして、それからあまり気にしないようになりました。
今後は、実際に会って話すことを大切にしたいと思いました。
○私は自分がやりたいことを先にやって、それからメールを少しずつ
やりたいと思います。ケータイがなくてもしっかり生きられるようにし
たいです。
○ケータイ依存症は怖いなと思いました。自分は依存症だと気づ
いていました（笑）。なんかさらに不安になったし、悲しくなりました。
ずっといじってたりするのは異常だと思った。将来が不安になった。
○ケータイ依存症なんだっていうことがよくわかった。みんなやって
いることは同じだから、そんなことないって思っていたけど、けっこう
重症ってことがわかった。これからは、ケータイを気にしないで生活
できるように努力していきたい。

■ケータイ依存の授業を受けての感想
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